
金
滞
官
康
志
巻
骨
四

け
れ
ど
、
後
に
は
此
の
地
遜
を
都
て
宗
叔
町
と
稽
す
る
に
依
っ
て
.

小
塚
町
の
町
名
は
失
せ
た
る
な
る
べ
し
。
然
る
を
明
治
四
年

F
籍
編

成
の
頃
、
此
の
一
町
を
ば
更
に
玉
川
町
と
た
し
た
り
。

O
小
塚
八
右
衛
門
部
跡

元
総
六
年
の
士
岐
に
、
小
塚
八
右
衛
門
長
九
郎
左
衛
門
裏
門
近
所
。
と

あ
り
。
延
貸
金
津
闘
に
小
塚
左
・
近
と
あ
り
て
、
共
の
西
隣
の
地
を
小
塚

左
近
詩
地
と
あ
り
。
背
山
勝
監
居
邸
の
尻
地
也
。
設
宇
る
に
、
小
坂

氏
は
尾
張
荒
子
以
来
の
譜
第
の
士
に
て
‘
園
事
昌
披
問
答
K
、
小
塚

八
右
衛
門
秀
疋
は
淡
路
と
鋭
す
。
弟
機
太
夫
と
共
に
、
尾
州
よ
り
利

家
卿
に
奉
仕
す
と
。
金
滞
城
内
に
藤
右
衛
門
丸
と
一
宮
ふ
曲
輸
あ
り
。

閤
初
の
頃
小
塚
氏
此
の
曲
輸
に
居
住
あ
り
し
と
い
へ
り
。
小
塚
氏
の

停
は
城
中
の
部
に
記
載
す
。

。

宗

牟

町

此
・
の
町
内
は
、
奮
務
中
諸
士
の
邸
地
の
み
に
て
商
家
は
た
し
。
但
し

元
織
の
士
般
に
此
の
町
名
見
ね
宇
。
享
保
の
士
授
に
初
て
記
載
す
。

奮
停
に
1

昔
中
川
宗
b
T
の
居
邸
あ
り
し
故
、
町
名
に
呼
べ
り
と
い
ひ

侮
へ
た
り
。
或
は
一
試
ふ
。
宗
牟
が
邸
地
は
中
川
下
邸
の
地
是
也
と
。

按
や
る
民
、
三
登
記
民
、
慶
長
十
年
十
一
月
晦
日
雷
火
花
て
金
津
御

共
と
き
御
慈
悲
深
く
又
は
法
度
を
御
立
候
。
公
儀
毎
年
之
御
普
請
役

に
殊
之
外
未
進
候
て
、
利
長
様
御
立
腹
に
て
候
時
、
殿
様
建
で
御
詫

言
候
は
宮
、
相
演
可
申
を
‘
侍
の
役
は
陣
普
請
と
い
ふ
に
、
飴
事
は

主
の
ゆ
る
し
も
可
有
之
候
。
左
様
に
公
儀
普
請
場
を
あ
け
、
過
分
に

来
遊
し
て
諸
傍
鐙
共
仕
う
め
候
鹿
も
如
何
に
候
間
.
法
度
の
た
め
中

遼
ひ
無
昌
是
非
-
克
に
存
候
。
扱
法
度
は
御
立
候

τ、
殿
様
御
意
に
、
聾

た
れ
ば
拾
て
ら
れ
ぬ
と
仰
せ
ら
れ
、
能
州
つ
む
ぎ
に
家
を
浩
ら
せ
置

か
せ
銘
待
以
後
大
納
言
様
・
肥
前
様
御
談
合

5
・
太
閤
様
へ

噌
衆
に
被
昌
召
-
出
、
三
千
石
御
取
候
。
宗
宇
の
御
事
也
。
と
あ
り
。
三
蜜

記
に
、
天
正
十
七
年
十
一
月
九
日
利
家
卿
若
茶
を
世
子
へ
被
v
進
僚

に
、
姪
智
中
川
武
磁
審
っ
き
、
公
儀
普
請
後
過
分
の
未
進
有
v
之
由
、

普
請
奉
行
よ
り
注
進
す
。
利
家
卿
御
吟
味
被
v
成
慮
、
公
儀
之
事
を
心

易
だ
て
に
仕
り
、
役
を
勤
.
め
ざ
る
に
付
、
諸
傍
輩
共
仕
埋
め
け
れ
ば
、

何
れ
も
迷
惑
が
り
申
由
御
耳
に
相
立
。
利
家
卿
被
v
仰
は
‘
武
士
之
公

儀
普
請
・
軍
役
等
は
第
一
可
v
勘
所
業
也
。
そ
れ
を
蝶
略
し

τ自
分
の

筑
紫
を
第
一
に
し
‘
傍
鐙
を
倒
す
事
盗
賊
に
似
た
り
。
罪
科
駿
か
ら

や
と
て
‘
能
州
津
肉
と
一
式
ふ
所
へ
配
流
被
-
仰
付
二
央
後
利
長
卿
よ
り

御
詑
言
被
昌
仰
上
-
K
付
御
赦
菟
被
v
成
、
太
閤
へ
御
哨
之
者
に
被
=
召
出
一

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
四

克
-四

披
焼
亡
に
付
‘
御
前
様
は
興
津
内
記
の
居
宅
・
ヘ
立
退
き
給
ひ
、
女
中

方
は
中
川
宗
キ
の
居
宅
へ
立
退
き
給
ふ
と
あ
り
。
此
の
時
の
居
宅
印

ち
後
の
下
部
在
ら
ん
か
。
有
津
武
貞
の
金
津
細
見
聞
識
に
、
今
堤
町

と
袋
町
と
の
堺
を
武
磁
辻
と
い
ふ
は
、
古
へ
中
川
武
磁
守
光
箆
入
選

宗
牟
の
屋
敷
、
此
の
港
ま
で
在
り
た
る
に
よ
り
い
ふ
。
と
あ
J
。
今

按
宇
る
に
・
此
の
居
邸
は
堤
町
の
尻
地
怠
る
中
川
氏
の
邸
地
そ
の
磁

地
怠
る
ぺ
〈
、
宗
牟
町
の
邸
地
は
隠
居
所
友
り
。
故
民
家
b
T
町
と
も

呼
べ
る
た
る
べ
し
。

。
中
川
宗
半
偉

備
忘
録
に
云
ふ
。
中
川
議
牟
は
尾
州
の
人
也
。
中
川
八
郎
布
街
門
嫡

子
也
。
若
名
を
清
六
と
い
ふ
。
尾
州
に
て
利
家
卿
の
帯
と
成
り
、
共

の
後
八
郎
右
衛
門
の
身
代
操
る
に
依
っ
て
、
清
六
加
州
へ
来
ら
れ
.

能
登
七
是
花
在
り
。
共
の
後
武
識
守
に
成
り
‘
越
中
升
山
城
を
預
け

ら
れ
在
披
心
け
る
に
、
朝
夕
茶
湯
を
業
と
し
‘
勝
手
一
聞
に
不
如
意

に
た
り
て
、
上
方
へ
立
退
き
.
法
鉢
し

τ宗
宇
と
改
め
、
秀
吉
公
の

御
伽
に
罷
出
で
ら
る
。
公
御
他
界
有
り
て
再
び
加
州
へ
蹄
参
し
、
犬

聖
寺
陣
を
勤
め
ら
れ
て
‘
後
本
知
二
高
七
千
石
を
賜
ム
。
と
あ
り
。

村
井
長
明
の
陳
議
議
に
、
中
川
武
磁
殿
は
利
家
様
の
御
む
と
の
底
、

三
千
石
辞
下
、
御
他
界
の
後
加
州
へ
来
る
。
宗
宇
入
道
是
也
。
と
あ

り
。
三
輪
氏
所
蔵
利
家
卿
印
書
花
、

倫
々
、
武
誠
家
せ
ば
く
不
自
由
成
所
候
は
官
、
家
を
も
作
り
可
v
申

候
。
以
上
。

【

aEm-

態
申
遺
候
。
仰
車
京
大
夫
先
立
脂
州
へ
御
下
候
て
、
少
之
間
住
宅
事

候
。
然
者
武
磁
家
を
相
渡
し
可
v
置
候
。
此
方
よ
り
来
廿
日
比
に
被
v
立

候
問
、
可
v
成
品
共
意
-
候
。
武
裁
女
共
は
我
等
屋
敷
へ
移
し
可
v
置
候
。

柴
春
を
相
副
遁
候
問
、
共
刻
兵
一
番
に
て
可
=
申
譜
-
候
。
先
需
品
心
得
-

申
侠
也
。六
月
十
六
日

三
輪
藤
兵
へ
殿

手リ

家

I=P 

右
は
漉
野
左
京
大
夫
幸
長
、
関
白
秀
弐
公
と
一
味
の
由
、
直
判
害
を

僑
迭
し
け
る
に
依
っ
て
、
盟
太
閤
幸
長
成
政
被
昌
仰
出
↓
一
然
る
を
利
家

卿
諜
書
之
由
被
-
】
仰
上
一
幸
・
長
を
強
ひ
て
御
預
り
被
v
成
.
能
州
鹿
嶋
郡

津
向
の
放
屋
へ
被
-
-
入
龍
王
し
、
陳
普
鍬
・
三
蜜
記
花
見
ゆ
。
右
は

文
藤
四
年
の
事
也
。
さ
れ
ば
此
の
頃
は
中
川
宗
辛
い
ま
だ
津
向
に
塾

居
あ
り
し
と
聞
ゆ
。
共
の
後
太
閤
御
哨
衆
に
召
出
さ
れ
し
に
や
。
烈

組
成
績
に
‘
中
川
宗
半
。
名
光
重
。
八
郎
右
衛
門
軍
政
子
。
従
五
位

五
五




